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【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

スポーツ医学の概要、スポーツ外傷、障害の内容とその治療法、リハビリテーションについて理解できる。

碍習目標＞又は＜行動目標： SBO>】

I.スポーツ医学の概要、他の領域との関連性について説明できる。

2.上肢・体幹・下肢のスポーツ外傷・障害を列挙し、その病態、発生機転について説明できる。

3.代表的なスポーツ外傷、障害の治療について理解できる。

4.スポーツ傷害の予防の点から、トレーニング方法などの注意事項について説明できる。

回

数 授業計画又は学習の主題 SBO 

番号l学習方法・学習課題又は備考・担当教員

1スポーツ医学総論

2年齢・性別による特徴 (I) 女性、発育期の障害の特徴

3アスリートの外傷・障害と対策(1) スポーツ外傷・障害の基礎知識

4アスリートの外傷・障害と対策(2) スポーツ外傷・障害の対応

5整形外科的メディカルチェックの方法についての解説

6アスリートの健康管理（I) 健康つくりの管理体制について

7アスリートの健康管理(2) メディカルチェックデータの活用

8上肢のスポーツ外傷、障害（1) 肩関節障害の病態、発生機転

9上肢のスポーツ外傷、障害(2) 肘、手関節障害の病態、発生機転

10体幹のスポ＿ツ外傷、障害(1) 腰椎疾患の病態、発生機転

11下肢のスポーツ外傷、障害（1) 膝関節障害の病態、発生機転

12下肢のスポーツ外傷、障害(2) 下腿、足関節障害の病態、発生機転

13アスリ＿卜の内科的障害と対策

14アスレティックリハビリテーションとトレーニング計画

15まとめ
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